
（単位：千円、％）

改革ﾌﾟﾗﾝ 平成30年度実績 平成30年度実績が計画より後退した場合はその理由

1,786,178 1,491,103

▲295,075千円未達成、達成率83.5％
（主な要因）
入院収益：患者数と診療単価が未達成となっており
                                  ▲201,117千円
外来収益：患者数と診療単価が未達成となっており
                                  ▲ 90,179千円

2,119,394 1,980,543
▲138,851千円未達成、達成率93.4％
（主な要因）
上記の理由による

2,066,462 2,033,953

うち
　職員給与費

1,014,072 992,713

2,146,506 2,107,675

▲ 27,112 ▲ 127,132

▲100,020千円未達成
（主な要因）
費用面では抑制されているものの、入院収益、外来収益を
中心とする医業収益が計画値を下回ったため

H30 ー
（主な要因）
入院収益、外来収益を中心とする医業収益が計画値を下
回ったため

H31 H31

H29 H34
（主な要因）
入院収益、外来収益を中心とする医業収益が計画値を下
回ったため

－ 280,629
▲280,629千円未達成
（主な要因）
上記の理由による

－ 18.8%
▲18.8％未達成
（主な要因）
上記の理由による

(135,892) (283,931)

301,434 445,523

(6,084) (3,784)

79,942 31,213

(141,976) (287,715)

381,376 476,736

資 金 不 足 額
（ﾌﾟﾗｽの場合資金不足）

資 金 不 足 比 率

一般会計
か ら の
繰 入 金
※ 上 段
（）書き
は基準外
繰 入 金

収益的収支

資本的収支
（主な要因）
医療機器の購入費及び看護師等養成費が減少したため

合 計

経 常 費 用 B

経 常 損 益 （ A-B ）

不 良 債 務 解 消 年 度

経常収支黒 字化 年度

資金不足額 解消 年度

公立病院改革プラン平成30年度実績調書

項　　目

医 業 収 益

経 常 収 益 A

医 業 費 用


